
研究成果 

 

研究テーマ「金沢の旧制中学校が新制中学校に与えた影響について」 

 

１ はじめに 

 昭和２２年、学制改革により新制中学校が設立された。金沢市内にも多くの新制中学校 

が設立され、現在に至っている。 

 現在、金沢市立中学校は２４校（うち、３校は小中併設校）ある。金沢の中学校は、２ 

４校中２３校までが「校訓」を持っている。教師、地域住民が「校訓」という形で学校に 

対するする思いを表現している。ところが、野田中学校だけは「生徒信条」という形で学 

校がめざす目標を表現している。 

 ここでは、同じ金沢市内の中学校であるにもかかわらず、校訓を持たず、まさにゼロか 

らのスタートを切った新制中学校の代表として野田中学校に注目し、旧制高等小学校の伝 

統を持つ新制中学校とのちがいを、戦後の学校研究体制を比較する。そのことで、学校の 

特色にどのように影響しているのか考察してみる。 

 

２ 旧制高等小学校の流れを持つ中学校 

（１）金沢市立小将町中学校 

 ア 歴史 

  ・明治１４年 ３月 金沢区高等小学校として開学 

     ２０年 ４月 高等科金沢小学校と改称 

            その後、移転・分離・統合がある。 

  ・昭和１１年    校訓 ～報恩・共同・勤労・自治・辛抱～ 

  ・昭和２１年度に在学していた生徒は、高等科１年生は新制中学校２年に編入、高等 

   科２年生は希望により新制中学校３年に編入か卒業になる。 

     （当時、小学校高等科の修学年限は２カ年） 

 イ 戦後の学校研究体制 

  ・昭和４３年 ４月 「学習一般」に関する研究校に指定される。 

     ４４年１１月 「主体性を育てる学習指導はいかにあるべきか」につき発表 

  ・昭和４７年 ４月 市ＰＴＡより研究校に指定される。 

        １１月 「教育に関する情報を適正に把握する学習」につき発表 

（２）金沢市立鳴和中学校 

 ア 歴史（小坂尋常高等小学校） 

  ・明治３２年のデータ 尋常科（修業年限４年）…生徒数１９３名 

             高等科（修業年限４年）…生徒数 ２５名 

  ・大正 ７年のデータ 尋常科…生徒数３３３名 

             高等科…生徒数１１２名 

 イ 戦後の学校研究体制 

  ・昭和２３年 ４月 石川県実験学校に指定 

            （社会科を中心としたコアカリキュラムの研究） 



  ・  ２８年 ５月 金沢市指定研究校となる。（学習指導の研究） 

  ・  ３０年１１月 産業教育研究発表会 

  ・  ３３年 ４月 金沢市実験学校（体育）の指定を受ける。 

  ・  ３６年１１月 市ＰＴＡ指定研究発表会 

  ・  ３８年１０月 県指定英語研究発表会 

  ・  ４５年１０月 市教委指定学習意欲を高める研究発表会 

 

３ 旧制高等小学校の流れを持っていない新制中学校（野田中学校） 

 ア 歴史 

  ・昭和２４年 ４月 十一屋町・菊川町・新竪町・富樫の４小学校校下を通学区域 

            として金沢市立野田中学校を新設した。 

            （市中心部の古くからの商業地、郊外の農村地区、引き揚げ者 

             が多い地区とかなり異質の地域が集まった校区） 

 イ 学校研究体制 

  ・昭和３０年１２月 文部省産業教育研究指定校になる。 

  ・  ３６年 ４月 市教育委員会「学級活動のあり方とその指導」実験学校に指定 

  ・  ４３年１１月 市ＰＴＡ指定研究「家庭教育」発表会を開く。 

  ・  ４４年 ４月 文部省・県・市の「道徳教育推進校」に指定される。 

     ４５年１０月 文部省・県・市の指定「道徳教育研究」発表会を開く。 

  ・  ５６年１０月 数学科指定研究「学習意欲を高める学習指導法」研究発表 

            市ＰＴＡ指定研究「たくましい中学生の育成」研究発表 

 

４ 考察 

 ・旧制高等小学校の流れを持つ中学校は、戦後の研究主題が「教科学習」が中心にな 

  っている。 

 ・旧制高等小学校の流れを持っていない新制中学校は、「学級活動」「道徳」など教科 

  学習よりも領域的な研究が多い。 

 ・野田中学校では、何もないところでの創立であったため、新たな校風づくりが必要で 

  あった。行政からの期待も当時必要であった領域の研究を指定した。 

 ・現在になって、どちらも教育課程等の共通の研究体制が確立された。 

 ・戦前からの歴史の有無により、戦後の研究体制に特色が見られた。そのことが現在の 

  校風に影響していることは感覚的には感じられるが、本研究では明確にはできなかっ 

  た。 
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